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“こころ触れ合う、潤いのあるまちづくり”  

4 月 24 日に実施された市議会議員選挙では、皆様方の温かいご支援により、見事初陣を

飾ることができました。今、改めて皆様方の期待とその責任の大きさに身のふるえる思いで

いっぱいです。初心を忘れずに、粉骨砕身、皆様方の期待と信頼に応えられるよう一生懸命

頑張っていく所存でありますので、変わらぬご指導・ご鞭撻をよろしくお願いいたします。 

初議会となった第２回臨時市議会（5 月 13 日）では、総務・消防委員会、議会運営委員

会に所属し、会派は今井・奥山・須賀・吉村・千木良市議と一緒に「新生・市民クラブ」を

結成しました。 

25年間の行政経験を活かし、選挙で

掲げた“市民が主役の市政を！「ここ

ろ触れ合う、潤いのあるまちづくり」”

の実現に向けた個別政策について、6

月議会において、市執行部の考えを質

しました。 

  

■6月定例市議会で決まったこと。 

・議第 61号 一般会計補正予算 

 

 

   

‣耶馬溪支所、下郷小・津民小・本耶馬渓中の体育館及び緑ヶ丘中校舎の耐震補強工事 

  ‣市内に転居した東日本大震災被災者への見舞金（1万円／人） 

  ‣ひとり暮らし高齢者安心ネットワーク構築事業 

  ‣高齢者世帯持ち住宅の耐震改修及びバリアフリー改修、子育てのための住宅改修補助 ほか 

 ・議第 65 号 財産の取得（消防ポンプ自動車） 

・意見書第 1号 義務教育費国庫負担制度堅持及び教育予算拡充を求める意見書 

・意見書第 2号 原子力発電所の安全対策の強化等を求める意見書 

・意見書第 3号 国の原子力防災指針の見直しを求める意見書 

・意見書第 4号 原子力・エネルギー政策を転換し、自然エネルギー政策促進を求める意見書 

・決議第 2号  最低制限価格割合の引き上げを求める決議   ほか 

当初予算額 今回補正額 合計（補正後予算額） 

394 億 1千万円 2億 1千万円 396億 2千万円 

中津市議会議員 

大塚 正俊
ま さ と し

 通信 
発行；大塚まさとし後援会 中津市新大塚町 384 ℡・Fax 0979-22-6972  
携帯 090-2508-7959  E-mail  masatoshi@m-ohtsuka.com 
URL（ホームページ） http://www.m-ohtsuka.com/ 
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6月定例市議会の一般質問の概要   6 月 3日～30日 

 6月の定例議会の一般質問では、以下の項目について質問をいたしました。 

１．地域防災計画の見直しについて 

①東日本大震災を踏まえた地域防災計画の見直しのポイント 

②地域防災計画に原発事故対策の追加を 

③地域防災計画を実行するための行動計画の策定を 

④津波対策に向けた避難場所（小、中学校）の整備を 

２．浸水対策について 

①今後の雨水ポンプ場及び雨水幹線の整備計画は、 

②公共下水道事業計画の排水区の細分化とポンプ場の配置計画の見直し 

３．城下町の風情をもったまちづくりについて 

①豊後街道、諸町筋における城下町の風情をもったまちづくり 

②島田本町、蛭子町地区と豊後街道、諸町地区のまちなみ景観づくりの違い 

③建物の修景に対する補助限度額の考え方は 

 

※城北中学校の増設工事（木造 2階建て）については、津波対策も視野に入れた校舎の構造

変更について、県とも協議しながら慎重に検討することとなりました。 

 

≪１．地域防災計画の見直しについて≫ 

「①地域防災計画の見直しのポイント」 

【大塚質問】 6 月 22 日開催された県の再検討委員会の有識者会議では、国が具体的な想

定を示すまでの暫定的な想定として、津波の規模を「従来の想定の 2 倍」とする提言を

まとめました。これによると中津市では最大 5.14ｍの津波が押し寄せることとなりま

す。そこで、現在見直しを進めている中津市の地域防災計画の見直しの時期とポイント

は、どうなっていますか。 

（執行部答弁） 

国、県の防災計画の見直しとの連携が

必要となりますので、県と足並みをそろ

える方向で計画の見直し（H24.3）を進

めていきたいと考えています。 

今回の見直しのポイントは、地震の規

模、津波の高さの見直しに伴う地震、津

波に関係する計画の修正が主になると

考えています。現在、避難所、避難場所

の再点検及び見直しなど、計画の運用面

の取り組みを先行して作業しているところです。 

 

「④津波対策に向けた避難場所の整備」 

【大塚質問】津波対策に向けた避難場所の整備について、避難場所になっている、南部小、

北部小、小楠小、和田小、今津小学校の校舎の耐震補強の状況及び校舎の 3階、屋上へ

避難できる外付け階段等の津波対策の現状はどうなっていますか。 

 

大分大学工学部津波浸水シミュレーション（標高；ｍ） 
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（執行部答弁） 

和田小学校は、全ての校舎等の耐震補強が完了し、南部小学校は今年度中に耐震補強

が完了予定です。他の 3 校も一部校舎等の耐震補強は実施していますが、平成 28 年度

までに全ての校舎等の耐震補強を完了する計画となっております。 

津波対策については、この小学校 5校は、現在の想定では、津波到達範囲には入って

いませんので、外付け階段を含め、特に対応は行っておりません。 

 

【大塚質問】小祝地区は、津波が押し寄せることを想定すれば、逃げ遅れた人の避難場所は、

城北中学校しかないと考えます。 

今年度、城北中学校は、木造 2 階建て校舎の増設工事に着手すると聞いていますが、

津波避難施設として機能できるよう、鉄筋コンクリート（RC）構造で、１階部分を駐輪

場、2，3階を教室、屋上に避難できる外付階段を設置するなどの設計変更を行い、津波

対応型の学校にすべきと考えますが、如何ですか。 

（執行部答弁） 

城北中学校校舎の増築については、地域産材を使った木造施設を建築する「地材地建」

の取り組みの一環として、木造 2階建の計画で設計をしています。 

津波被害対策としての設計変更ができないかということですが、城北中学校は災害の

状況に応じて臨時的に開設する避難所になっていますが、現在の防災計画では、津波到

達範囲に想定されていること、海岸地域は液状化現象の恐れがあることなどから、津波

に対する避難場所に指定することは困難と考えています。したがって、設計変更をする

考えはありません。 

※6月 27日の一般質問（古江信一議員）における執行部答弁 

先日の大塚議員の質問や国の防災会議の議論等を踏まえ再検討した結果、今後、津波

対策も視野に入れた校舎の構造変更について、県とも協議しながら慎重に検討していき

たい。 

 

≪２．浸水対策について≫ 

「①今後の雨水ポンプ場及び雨水幹線の整備計画」 

【大塚質問】公共下水道事業計画で整備を計画している角木雨水ポンプ場、小祝地区の港町

雨水ポンプ場、東浜雨水ポンプ場は、いつの時点で整備を行うのか。また、必要ないと

判断しているのか。如何ですか。 

（執行部答弁） 

現在、小祝、角木、新大塚地区には既存のポンプ場

（下水道課 1箇所、耕地課 2箇所、農政水産課１箇所）

があります。 

これらのポンプ場に加え、平成 20年度より浸水対策

として堀川、角木、新大塚、東浜に仮設ポンプを 4 箇

所設置したことで、現在浸水被害は起こっていない状

況にあります。 

将来、新たな浸水被害が発生するような場合は仮設ポンプを増設し、浸水防止に対処

していきたいと考えており、現時点では計画のポンプ場は必要ないと判断しております。 
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≪３．城下町の風情をもったまちづくりについて≫ 

「③豊後街道、諸町筋における建物修景に対する補助限度額の考え方」 

【大塚質問】豊後街道と諸町地区は、本年４月に告示され

た景観計画の見直しにおいて、景観形成重点地区に指

定されました。これまで、両地区とも、地域住民が主

体となって景観づくりを進めるため景観まちづくり

協議会を設立し、景観まちづくり協定の締結や景観整

備事業補助基準（案）を市へ提言するなど、地域が一

体となった景観づくりの機運が高まっています。 

   そこで、景観形成重点地区である豊後街道、諸町地

区において、個人が建物の修景を行う場合の補助金（補助率、補助限度額）は、どうな

っていますか。 

（執行部答弁） 

新築の場合は、島田本町・蛭子町地区と同様に補助率は 2／3、補助限度は 100 万円

と考えています。また、新築以外の改修、歴史的建築物については協議中です。 

豊後街道・諸町地区は、既存家屋を漆喰塗などで改修することが補助の条件となるた

め、通常の改修に比べ費用が嵩むこと、また昭和 20 年以前に建築された歴史的建築物

も点在しており、こうした建築物の保存はさらに費用を要することを考慮する必要があ

ると認識しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動日誌最近の主な活動の一部をご紹介します。 

■大塚正俊プロフィール 
・昭和 37年 2月 22日中津市新大塚町生ま
れ 49歳 北部幼稚園、北部小学校、中津
中学校、中津南高を経て、日本大学理工学
部を卒業。昭和 61 年中津市役所に入職。
下水道課、生活環境課、都市計画課、建築
課、人権啓発推進課、耕地課、まちづくり
推進室に勤務し、平成 23 年 1 月市役所を
退職。 
・平成 23 年 4 月の中津市議会議員選挙に
おいて、1844 票を頂き 5位で初当選。現在
1 期目。総務消防委員会、議会運営委員会、
会派「新生・市民クラブ」に所属 
・地域での主な活動；新大塚町自治会・平
成会書記、城北中学校野球部保護者会会
長、建築士会中津支部会員、中津まちなみ
会会員、豊後街道景観まちづくり協議会・
諸町景観まちづくり協議会にオブザーバ
ーとして参画、中津市職員労働組合特別執
行委員 
・趣味；家庭菜園、テニス 
・愛読書；竜馬脳のススメ 茂木健一郎 
・座右の銘；意志あるところ、必ず道あり 

　月　日 曜日 　　　　　　　　　　　　　活　　　　動　　　　内　　　　容
4月24日 （日） 中津市議会議員選挙投票日
4月26日 （火） 当選証書授与式
4月27日 （水） 新大塚町老人会総会
4月28日 （木） 北部校区自治委員会総会、新人議員打合せ会
4月29日 （金） 第82回中津地区メーデー
5月8日 （日） 城北中学校PTA総会、授業参観

5月10日 （火） 交通指導（２０日まで）
5月13日 （金） 第２回臨時市議会、城北中野球部保護者会、新人議員研修会（予算関係）
5月15日 （日） 蛎瀬川大掃除、アースディ中津2011、
5月16日 （月） 連合大分議員懇談会臨時総会、地元要望書提出（産業道路の歩道照明）
5月19日 （木） 建築士会中津支部総会
5月24日 （火） 北部公民館運営委員会、中津まちなみ会例会
5月25日 （水） 地元要望書提出（米山地区道路改良）
5月27日 （金） 地元要望書提出（東蛎瀬地区道路改良）、市役所退職者会総会
5月28日 （土） 原水禁大分県民会議定期総会
5月30日 （月） 会派打合せ会、豊後街道景観まちづくり協議会
5月31日 （火） 議会運営委員会、諸町景観まちづくり協議会
6月1日 （水） 会派打合せ、市政対策会議
6月2日 （木） 地元要望書提出（旧商業高校グラウンド・道路整備）
6月3日 （金） 6月議会本会議（会期の決定・議案上程）、新人議員施設見学
6月5日 （日） 城北中学校野球部新入部員歓迎会、新大塚広場地元説明会

6月10日 （金） 6月議会本会議（議案質疑）、城北中学校PTA懇親会
6月11日 （土） 会派視察（宇佐支援学校、すまいる、糸口厚生園）
6月17日 （金） まちなみ歴史探検（豊田小学校）
6月20日 （月） 6月議会常任委員会（総務・消防委員会）
6月21日 （火） 城北中学校野球部保護者会
6月22日 （水） 6月議会本会議（委員長報告・討論・採決）、議会運営委員会、会派打合せ
6月24日 （金） 6月議会本会議（一般質問）
6月25日 （土） 中津まちなみ会総会
6月26日 （日） 城北中学校PTA親睦球技大会、新大塚町皆作祭り
6月27日 （月） 6月議会本会議（一般質問）、議会運営委員会、豊後街道景観まちづくり協議会
6月28日 （火） 6月議会本会議（一般質問）、諸町景観まちづくり協議会
6月30日 （木） 6月議会本会議（最終日）、議会運営委員会                        ほか


